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三
田
學
會
雑
誌
第
四
十
七
卷
第
十
二
號

小
出
，
傅

編
「

日
本
の
水
害」

.

.

.

.

本
書
の
.

S
I

的
は
、

「

水
害
をi

合
的
視
野
か
ら
捉
ベ」

、そ
の
原
因
究
明 

を
通
じ
て
、
水
害
防
止
べ
の
疋
し
い
途
を
示
唆
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
ゐ 

る

:.
°
乍
然
、
事
象
の
綜
合
的
把
握
の
.試
み
は
往
ヵ
に
し
て
、
そ
れ
.に
包
含 

さ
れ
た
個
4
の
素
'®
を
抽
出
し
、
' こ
れ
を
弧
立
的
平
板
的
に
羅
列
す
る
だ 

け
に
族
る
こ
と
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
。
事
實
本
書
を
一
讀
し
て
評
考
か
受
. 

け
た
印
象
は
、
や
は
り
こ
‘の
綜
合
的
把
握
が
達
成
し
得
な
か
っ
た
と
.い
ふ 

し
.と
で
あ
る
.。.
本
書
に
何
等
か
の
瑕
瑾
あ
り
と
す
れ
ば
、
劃
期
的
意
圖
を 

藏
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
0
的
に
は
到
達
し
得
な
か
つ
た
勡
に
-あ
る
と 

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
.ら
う
。
以
下
、'
本
書
の
槪
翦
を
紹
介
し
\ 

同
時
に
若
干
の
疑
間
釔
提
起
し
て
み
た
い
。
盖
し
、
.
本
書
に
示
さ
れ
た
意 

.

.圖
が
向
後
の
研
鑽
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
、
評
者
は
心
か
ら
冀
ふ 

か

ら

で

あ.̂
。

本
書
は
、
笫

U

早
.に
於
て
、
明
治
一
八
年
以
降
、
我
が
國
を
襲
っ
た
太 

水
害
の
具
體
的
な
.被
害
に
'っ
い
.
.て
述
べ
る
。
然
し
、
■
現
篑
に
は
、

「

水
害 

の
實
體
を
示
す
統
計
の
數
字
が
非
常
に
ま
ち
文
ち
で
あ
っ
て
、

ど
れ
を
ft 

用
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い」

。
例
へ
ば
、
.「

田
畑
の
埋
沒
と
.い
ふ
こ
と
に 

な
る
'と
、•
石
や
砂
で
.娌
っ
た
場
合
と
、
泥
を
か
..ぶ
っ
た
場
合
と
で
被
害
の 

よ
う
す
は
.ま
る
で
：ち
が
う」

(

六
頁)

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
等
の 

點
に
留
意
し
っ
っ
、
比
較
的
整
っ
.た
數
字
を
持
ち
、
-且
づ
、
.明
治
以
來
の 

大
水
齊
と
呼
ば
れ
る
昭
和 
一
I
A年
の
水
害
を
中
心
に
論
が
ii
-&
ら
れ
て
ゐ 

る
。
,
こ
の
場
合
、
被
災
地
は
、
夫
々
の
地
域
的
特
殊
性
を
考
慮
.し
そ
選
定 

さ
.れ
、
結
局
"
中
小
企
業
者
•
勞
働
者
，•
農
民
'等
に
於
て
被
害
の
深
度
が 

最
も
著
し
く
、
從
づ
て
、
水
害
は
、
廣
汎
な
階
級
分
化
を
促
，進
す
る
と
結 

.論
さ
れ
て
ゐ
.る
。(

ニ
八
頁)

:,
. 

• 

'
• 

，
そ
れ
で
は
、「

水
害
を
も
た
：ら
す
も
の
は
何
か」

、

こ
れ
が
第
.ニ
章
の
課

題
で
あ
る
。
從
っ
て
、

こ
の
萆
で
は
、
ま
ず
、
水
害
の
原
因
に
關
す
る
從 

來
の
見
解
-
蔆̂
雨
説
.'
'
長
双
_
雨

說

•
山
林
濫
伐
說
*
1戰
爭
荒
駿
說
等
r
 

を
說
明
し
.た
後
、
.「

長
期
降
雨
と
い
う
問
題
は
水
•害

の

，
有

力

な

原

®

で

あ 

.っ
た
よ
う
で
あ
る
0
,
,し
か
し
な
が
ら…

洪
水
と
水
害
と
.を
區
別
し
て
考
え 

る
と
.、永
昏
の
可
能
性
の
大
小
と
い
う
問
題
で
.ぁ
っ
て
、豪
雨
說
と
本
質
的 

な
相
違
は
あ
る
ま
い
。」

(

三
八
頁)

と
述
べ
、
.
更
•に
、

「

山
林
を
伐
採
す 

る
こ
と
が
、
.洪
水
の
原
因
に
な
ら
な
い
：と
い
：う
考
へ
が
、
良
心
的
な
專
問 

家
の
間
.で
は
ほ
と
ん
ど
定
說
と
な
っ
て
ゐ
る」

(

.四
七
頁)

が
故
に
、
以
上 

の
諸
說
は
、
何
れ
•も
、
供
永
の
有
力
な
.原
因
で
は
あ
る
が
、
水
害
の
決
定 

的
要
因
で
は
な
い
ど
主
張
す
る
。

「

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
豪
雨
說
や 

山
林
濫
伐
說
は
、
お
そ
ら
く
.こ
こ
當
分
消
滅
し
そ
う
も
な
.い
。」

何
故
な
ら 

ば
、

こ
れ
等
の
說
は
、

「

水
害
を
天
炎
だ
と
思
.い
込
ま
せ
た
り
、
水
害
の 

責
任
を
囘
逾
す
る
の
に
、

こ
の
上
も
だ
く
都
合
の
よ
い
說」

で
あ
りT

庶 

民
の
大
き
な
犧
牲
に
お
い
て
、
.
一
部
の
人
々
が
水
害
を
利
用
す
る
の
に
、
 

何
よ
り
も
都
合
の
よ
い
說
だ
か
ら
.で
あ
る
。(

傍
點
筆
者)

」
(

四
七
頁)

と
、
 

極
め
て
注
目
す
べ
き
斷
定
を
下
し
て
ゐ
る
.。
筆
者
と
雖
も
、
こ
の
斷
定
を 

全
面
的
に
否
定
ず
る
も
.の
で
は
な
い
。
乍
然
、
本
章
.に
.於
て
は
勿
論
、
本
臀 

の
何
處
に
於v

も
、
..こ
の
斷
定
を
裏
付
け
る
具
體
的
分
析
を
見
出
し
得
な 

い
の
は
如
何
な
る
理
由
に
據
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
も
、
著
者
達
が
、
 

か
か
る
斷
定
を
旣
定
の
事
實
と
し
て
、
常
識
的
に
使
用
し
た
‘と
す
る
な
ら 

ば
、
そ
：の
態
度
比
、
輕
率
の
誹
を
免
れ
な
い
'で
あ
ろ
う
。
理
由
は
简
明
で
• 

あ
る
。
卽
ち
、
か
か
る
態
度
を
以
て
臨
む
限
り
、
著
者
達
の
高
唱
す
る「

水 

害
科
學」

_
1こ
れ
は
、「

自
然
科
學
と

社
會
科
學
と

の
緊
密
な
協
同
に
よ
っ 

て
、
水
害
豫
防
の
た
め
.の
法
則
と
諸
條
件
を
究
明
す
石
こ
と
、
發
生
し
た 

水
害
の
復
舊
諸
條
件
を
明
ら
が
に
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る」

(

一
〇
四 

頁)

も
の
で
あ
っ
て
、

，

「

理
論
と
實
際
と
が
ぴ
っ
.た
り
と
密
着
し
て
ゐ
な 

け
れ
ば
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
學
問
で
あ
る
。」

(

ー.
〇
ー
頁)

こ
の
中 

に
41
、
，
F
復
舊
過
程
に
お
け
る
諸
問
題
の
研
究
丨
從
來
の
復
舊
費
の
配
分

方
法
、
使
途」

等
が
含
ま
‘れ
て
ゐ
る
丨
の
確
立
は
、
.一
片
の
幻
影
ど
化
す 

石
虞
な
し
と
.じ
な
い
0
私
見
に
ょ
れ
ば
、
.

p

誰
.が
、
如
何
な
る
方
法
にょ

.， 

つ
て
.水
害
を
利
用
し
て
ゐ
た
が
.

」

を
明
示
す
る
こ
と
こ
そ
、
.水
害
を
天
災 

と
.人
淡
^
に
.分
つ
重
要
な
指
標
な
の
.で
あ
つP.、

：

本
書
の
如
く
、
こ
れ
.を
、
，
.

近

借

幾

私

水

哿

規

換

妇

.の

.關
係
に
換
It
す
，る
^

^

^
法
格
は
.‘大
き 

.な
疑
念
を
持
つ
も
の
で
あ
る
0
;と
も
あ
れ
、
第
二
章
は
、
.水
害
め
原
因
に 

.つ
い
で
靳
新
な
見
解
と
筮
驭
な
批
判
を
加
べ
な
.が
ら
、
.
表
面
的
解
說
.に
終 

始
七
、
遂
に
、
’
.

「

水
害
の
最
大
の
原
因
.は
、
堤
防
が
破
れ
る
.こ
と
に
：ょ
つ 

て
起
り
、
.堤
防
が
破
れ
る
原
因
は
、V
M.
川H

事
自
身
に
あ
る
こ
と
、
田
畑
，
:

-
に
沸
水
が
氾
濫
し
そ
水
び
た
し
.に
な
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
水
害
と
.

い
え
介
い
こ
と
.を
.述
べ
る
だ
け
.に
し
て」

.■(

四
七
頁)

'と
、
',暖

眛

な

表

現

， 

，
で
そ
，の
責

を

後

に

譲

つ

て

ゐ

る

。

.

.

.
我
々
'か
さ
き
に
指
摘
し
た
.
.疑
念
と
、

-
こ
に
述
ベ
た
躜
眛
な
齋
現
は
.
、
.

.
第
三
.章
に
於
て
、
不
幸
に
も
具
體
化
し
て
ゐ
る
。
，前
者
.に
つ
.い

て

い

へ

ば

.
、 

f

近

代

的

河

川

エ
_
は
、
.ぜ
ん
じ
土
建
資
本
の
手
に
移
さ
れ
、…

土
建
.資 

本
が
追
求
す
る
.
.4
.の
，が
、.
.利
_
で
あ
る
.こ
と
.
.は
い
ぅ
ま
で
.
_も
な
い
0
.從
'っ
：

て
、
：
河
川
エ
祺
の
.公
洪
的
重
要
性
も
利
潤
の
限
界
を
越
え
る
こ
上
は
で
き： 

な
い
。
河
川
行
政
が
官
僚
の
手
^
し
づ
か
リ
-と
握
ら
れ
广
そ
の
エ
事
が
土
.

雜

資

本

の

獨

占

.な

る

こ

と

：
に

ょ

.つ

.て
災
害
が
人
爲
的
に
.つ
<>
0'
出
：か
.れ
さ
.

. 

.
え
し
て
い
る
。V 

•

(

#

點
筆
.者)

」
(

七

f

頁)

の
で
あ
る
か
ら
、
_

題
は
、
當 

然
、
河
川
行
政
を
握
.る
官
僚
と
、
.
.獨
占
.的
利
满
.ダ

逍

求

す

る

土

歡

資

本

'と 

の
-、

全

ゆ

る

意

味

で

の

相

'互

關

係

に

向

げ

ら

，る

，べ

#;
箸
で
あ
る
0,.そ

れ

に

.

A
拘
ら
ず
、
薪
者
は
：

T
.

 
土

建

資

本

が

河

川

工

法

，を

歪

曲

」
(

七
0
.頁)

し
〃
た
と 

す
る
結
論
を
導
ぐ
.に
止
り
、
基
本
的
問
題
に
は
一
指
も
觸
れ
て
ゐ
な
い
.
0
:
.

私
は
敢
へ
.て
い
ふ
> 
か
が
る
程
.度
の
結
.論
な
ら
ば
、
新
閗
齚
事
が
以
て
旣

. 

'に
十
分
で
.あ
る
と
0
後
者

.つ
い
て
.は
、
.水
害
.
H河
川
工
事
の
不
備
な
る
考
.

.

へ
が
明
■確
化
ざ
れ
て
本
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
點
は
、
第
四
軍
に
於
て
最 

"
も
明
瞭
な
：形
^
採
る
0
:卽
ち
ク
と
こ
.で
は
、へ
昭
.和
.ー：ー
八
年
.ー
Q
月

—-
六
0'
■'
,

:

.
-
,書
評
洗
^
賴
^

'
.;
:
,-.
:•
:

待

、

:

.

:

•

-

ぐ
。

のT

治
山
治
水
■基
本
對
策
袈
辋
.

J

を
殂
上
に
，の
せ
、：
e
れ
は
.「

從
來
の
治 

山
治
水
に
關
す
る
諸
政
策
に
.再
検
討
を
加
え
,-
-(

八
©
頁〕

る

も

.の

で

は

な 

.く
、「

量
的
擴
大」

(

八
五
頁
マ
に
過
ぎ
.な
い
と
規
定
じ
、「
砂
防
•工
事
•
ダ 

ム
'
•
.
河
川
修
築1

.

に
對
す
る
再
檢
討
こ
そ
眞
に
そ
の
意
義
を
生
.か
す
も
の 

で
あ
る
'ど
述
べ
て
ゐ
る
？C

八
七
頁)

.然

し

、
そ

の

.
理

凼

は

一

切

不

明

で

あ
 

る
。

と
こ
ろ
で
、
M
知
の
如
く
、
；前
述
.の
#

綱

は

廣

汎

な

政

策

を

^

括

的 

に
表
現
し
た
.も
の
で
あ
っ
.て
、.

こ

の
中
に
は
、
保
安
林
の
整
備
瘸
充
も
含 

•ま
れ
て
ゐ
る
。
然
か
も
、
.'

こ
れ
は
、

「

保
安
林
整
備
臨
時
措
匮
法」

と
し 

て
立
法
化
さ
れ
、

(

昭
和
一1.

九
年
四
月
一
八
日
、：
朝
日
新
聞)

現
に
、
.林 

野
行
政
の
重
耍
部
門
に
成
長
し
っ
っ
あ
る
に
も
拘
ら
.ず
、
著
者
達
は
、
'か
. 

か
る
政
策
丨
著
者
達
は
、
’
こ
れ
が
、
.水
害
防
止
に
.殆
ん
ど
.効
果
の
な
い
こ

,
 

と
を
知
っ
.
.て.、い
.名
丨
の
實
行
そ
れ
自
體
に
、：

何
故
、
，
再
檢
討
の
耍
を
叫
ば 

な
い
の
で
あ
'ろ
ゲ
か
.
0
/何
故
、
.問
題
を
.「

治
水
關
係=

砂

防•

ダ
ム 

'
河 

川
修
築
等」

に
限
っ
て
し
ま4

 

(

八
五
頁)

の
で
あ
ろ
う
か
。
尤
も
、

こ 

の
種
の
疑
問
は
、
敗

三

•
'第
四
章
を
通
じ
て
、：
決
し
て
ニ
*
三
に
止
ま
ら 

な
’い
。
そ
れ
故
、
著
者
の
主
張
す
る「

水
害
料
學」

の
確
立
に
心
か
ら
な 

る
期
#
を
寄
せ
な
が
ら
も
、T

民
主
水
害
調
査
画」

の
調
査
結
果
を
引
用
す 

る

.

「

建
設
白
書J 

.の
批
判(

八
九—

九
五
頁)

に
白
々
し
さ
を
感
じ
、「

洪 

水
が
出
る
と
と
：は
.自
然
現
象
で
、
そ
れ
を
と
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
し 

■:
か
.も
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
絕
對
的
に
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
死
傷
•流
失
， 

破

壞

と

い

う

ょ

う

、
な

水

害

'を
、
少
く
と
も
侵
水
程
度
'の
水
害
に
.と
ど
め
る 

.こ
と
で
、
滿
足
し
：な
け
.れ
.ば
な
ら
な
い
0
J (

七
一
一
；
頁

)

と
す
る
態
度
に
、
.

_

何
か
割
切
れ
な
い
感
じ
を
抱
く
：の
は
、
.獨
り
筆
者
の
み
で
は
.あ

る

ま
い
0 

第

五

奮

.
、

土

砂

右

礫

の

生

逢

，
擊

•
影
響
が
、

_

水
害
と
の
關
係
を 

考
慮
し
っ
っ
、
克
平
易
に
，描か

れ

て

f

と
れ
は
、

_

水
害
を
理
解 

.
す
；る爲
め

.、
謂
は
ば
：

「

基
礎
知
識

」

と
.し
て
、
.所
謂
' r

專
调
.外j

の
人
 々

V
に
と
.っ
.で
誠
に
#.
益
で
あ
る

0

#
に
、
岩
波
寫
眞
文
庫
•「

日

本

人

•
と

水 

.

.

.
■«
L-
-

^
對
比
す
'れ
ぱ
.、
观
.解

は

ニ.
.層
容
易
に
■な
る
'

思̂
は
れ
-̂
:°

.

•

•

 

\ 

<

五

.a

 

一
 

六
三)



11

ー
甶
舉
會
雜
誌
第
四
十
七
卷
第
十
二
號

-

第
六
窣
で
は「

新
し
い
治
水
技
術
を
確
立
し
て
ゆ
く」

(
一

四
九
頁)

爲

' 

に
、
過
去
の
沿
水
技
術
で
あ
る
、「

乘
越
提J 

•

「

信
玄
堤」

。「

か
す
み
堤」

双 

び

『

利
极
川」
>
~1
淀
川」

''
の
：治
水
事
業
に.：つ
ー
い
ゼ
檢
討
さ
れ
.て
い
'
:ゐ
る
,:
°̂ 

特

に

、「

か
^
み
堤」
，
と
0
じ
れ
.：̂:
つ
^:
:ぐ
水

害

防

儆

林

」

:'
'
は 

み 

ず

か

ら

作
0
た」

.(
1
六
八
頁
‘

)

と
'い「

ふ
：實
：
味

に

於

け

る

ょ

り

も
，
^ ̂

止
：
へ
.め
實
際
攸
効
果
が
極
：め
.て
顯
，著
で
あ
る
と
し
.て
、
'そ
，の
瑰
代
_的
意
義
. 

に
銳
，い
.關
心
が
拂
：は.れ
.て
い
る
や
う
.で
あ
る
。
.そ
れ
は
.、
著
者
：が
、
完

舍 

水

置

止

：を
希.ひ
：
つ
へ
つ%-
'
、
早
急
*:
.實
現
埤
不
可
能
で
あ
る
ど
瀹
じ

->
:彌
鏠
. 

策
で
は
あ
.谷
が
：、.
7k
害
規
換
の
.縮
：少
と
ゆ
う
現
實
的
要
求
ぬ
舞
へ
ん
と
.し 

た
結
來
で
あ
_-6
う
。
同
時
に
.「

日
本
の
水
害
を
防
げ
か
い
治
水
技
術
"
ォ
. 

ラ
ン
ダ
技
術*—
,

(

一
 
八
.
Q頁)

と
の
對
比
が
.含
ま
れ
て
い
る
こ 

'と‘
ば
勿
諭
で 

あ
る
。
黎
»
明
治
五
年
來
朝
し
た
ド
ー
.ル
.
.

(
P :JV: van. D

o
o
m
)
：

を
先
，
 

頭
と
す
る
オ
ー
ラ
ン

ダ

技

術

は

、

立
山
：

.の
土
砂
流
出
を
と
め
る
.に
は
、「

山
. 

腹
.を
銅
板
で
：ま
か
.な
.け
'れ
ば
な
ら
な
い1

と
：い
ふ
謎.の
言
葉
を
殘
し
て
完

• 

敗
し
た
。
こ
~?'
3と
’は
、
そ
の
ま
ま
.、
明
治
政
府
の
初
期
治
水
工
事
.の
失 

敗
を
寓
味
す
，各
。
，̂

の
原
：因
.は
、
ォ
，ラ
ソ
ダ
技
術
が
、
日
本
の
河
川
乃
至
山 

嶽

.の
特
殊
性
を
認
識
し
得
灰
か
_つ
.た
が

故

.で

あ
る
0
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
. 

明
治
政
府
は
、
得
度
、
外
來
挞
術
に
治
ホ
政
策
の
基
本
を
求
め
て
行
つ
た
。

、
 

オ
.
1ス
ト
リ
.ァ
技
術
の
躲
用
が
そ
れ
で
あ
る
0
と

.の
結
果
治
水
政
策
は
混 

亂
し
歡
離
化
し
て
行
つ
.た
。
：
第
七
.章
は
、
こ
の
經
緯
を
說
朋

す
る
と
同
時 

..
に

、
':..

全
ゆ
：る
外
來
技
術'の
放
北
を
外
に
、.

岡
山
縣
高
粲
川
治
水
工
事
の
.
'成.，
 

功
に
猷
身
し
た
宇
野
圓
三
郞
を
描
い
で
、
.日
本
の
傳
統
的
技
術
の
適
應
性 

に
つ
い
て
：示
.唆
を

與

ベ

て

ゐ

る

。
，

(

一
■九 
一.
S
こ
の
點
は
、

本
書
、を
_意
義 

づ
け
る
逋
製
电
主
張
と
み
ち
れ
る
の
で
あ
.る
が
、
極
め
^

苹
板
的
な
彳
尤

. 

も
、
，
オ
I
ス
.ト
リ
ア
技
術
に
關
し
て
は
、
か
な
り
詳
七
く
述
ぺ
て
ゐ
る
1 

敘
述
に
終
つ
•て
ゐ
る
の
は
殘
念
で
あ
る
。
他
の
幾
つ
か
の
問
題
を
省
略
し 

て
も
、
こ
め
點
に
論
旨
を
集
中
す
名
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
で
あ
ろ
ラ

かC 

國
土
線
合
開
發
、

^
:
> 

A
、，

淮

’河
の
治
水
ェ
事
を
も
述
べ
' な
.け
れ
ば
な
ら

A
六

(

.一
1
六
四
>

な
か
っ
た
著
者
に
對
し
筆
者
の
希
ひ
は
、
或
ひ
は
望
蜀
の
類
に
嵐
す
る
か 

:

も
知
れ
な
い
。，
乍
然
、'
か
か
る
總
花
的
記
述
が
、
本
書
の
主
張
を
弱
體
化 

.

，
し
、
M

.

に
，は
，、：

本
書
自
體
を
平
凡
な
解
說
書
化
し
て
い
る
事
實
は
認
め
な 

. '
.

け
れ
^

な

あ

な

：
い

ゼ
.

ぁ
ろ
ぅ
。

(

東
洋
総
濟
新
報
肺
、
亡
七
ゼ
頁
、
三
六 

、

0

8 -
'

:

,最
後
に
、.
本
書
.

に
就
て
は
"

.

.旣
に
3

筆
者
の
如
る
.

限
り
、
次
の
紹 

.

介
が
行
は
れ
て
.ゐ
る
ど 
'

と
を
附
記
す

〗

る
。
，「

週
刊
朝
0

、
.昭
和
ニ
九
年
一 

.

〇
月
r

〇
日
號
、
六
四
頁」

•「

朝

日

新

聞

、

昭
和
一
一
九

¥

-;
1

月
二
七
日
、 

學

藝

欄
1-V

.

/'.: 
く
 

(

金

丸
.
.平
八)

.一
九
四
Q
年
代
後
半
の
'計
量
經
濟
學
の
足
跡
は
、
.
*驗
計

畫

法

に

基

.く 

■■
統
計
的
推
定
論
の
適
用
に
よ
.つV

經
濟
體
系
を(

そ
の
妥
當
性
如
何
に
つ 

い
て)

:檢
證
が
可
能
で
：あ
る
様
な
模
型
と
し
て
把
握
し
よ
ぅ
と
す
る
幾
つ 

•か
'の
試
み
に
よ
つ
て
飾
ら
れ
て
い
る
。

ス
ト
カ
ス
テ
ィ
ク
な
現
，象
攻
究
の 

.
-の
‘方
法
は
經
濟
現
象
に
關
し
.て
ば
か
り
で
な
く
現
象
一
侦
の
認
識
方
法 

に
對
す
る

科
學
的
な
定
式
化
で
あ
る
と
い
ぅ
一
：般
的
な
見
方
も
可
能
で
あ 

る
か
も
知
れ
な
.い
.。
そ
し
て
其
處
で
行
わ
れ
た
革
新
的
な
，定
式
化
え
の
端 

緒
は
經
濟
現
象
お
け
，る
い
わ
ゆ
る
實
驗
の
不
可
能
に
就
て
の
.反
省
に
よ
つ 

て
開
か
.れ
た
と
見
ら
れ
る
。

s 

'

經
.濟
體
系
を
、あ
ら
は
す
構
造
の
內
容
は
構
造
關
係
式(structural 

relation's

從
つ
て
構
造
。ハ
ラ
メ
タ

)

で
あ
り
こ
れ
を
現
實
の
資
料
か
ら 

推
定
し
よ

5-
-
と
す
る
統
計
的
推
定
は
構
造
.を
示
す
特
性
の
不
偏
な
把
握
を

'モ
ル
ゲ
：

V

シ

ユ

へ

テ

ル

シ
:

.
•

「

，
，實

驗

と

大

規

模

計

算

'
V

 

/

.

;

ン

s
H
x
p
e
r
i
m
e
n
-
t
p
n
d

 L
a
r
g
e

 scple C
o
m
p
u
t
a
t
i
o
n
,

 

0. 

M
o
r
g
e
n
s
t
e
m

 

2 

一

一
一
E
c
o
n
o
m
i
c

 

Activity 

A
nalysis’ 

Ed. 

i>y 

O. M
o
r
g
e
n
s
t
e
r
n
;

 1954.

V :

意
味
し
、

•>
.
>れ
に
構
造
把
握
の
.姿
當
性
に
關
す
る
檢
證
過
程
が
加
は
つ
て 

■問
題
の
中
心
'を
形
成
す
る
。
.檇
造
式
系
は
通
常
多
數
'の
式
よ
り
成
る
か
ら

:

ハ
構
造
把
握
の
た
め
の
統
計
的
推
定
過
程
に
は
多
變
量
に
關
す
る
分
散
共
分 

散
の
多
數
间
の
#
算
と
、
多
數
個
の
聯
立
方
.
程

式

系

.
の

解

を

求
め
'る
膨
大 

な
計
算
.が
.
含
ま
れ
^
.
.

賀
際
約
.
六
變
數
に
關
す
る
百
個
以
下
，の
觀
測
値
の 

場
合
が
卓
上
：電
動
計
算
器
で
處
理
し
う
る
最
高

の
卿
界
で
あ
る
0!

‘レ
か
も 

變
數
六
個
を
風
え
る
こ
と
は
通
.

C

吊
と
：い
つ
て
よ
い
。

多
變
量
解
.析
は
，猶
濟
模
型
の
具
體
化
に
不
可
缺
で
あ
り
、
多
變
量
解
析 

.

は
極
め
；
て
肩
速
の
訃
箨
器
を
_必
須
と
す
る
の
.で
あ
る
か
ら
.高
連
.の
.許
箅
機 

.

.器
が
•な
け
れ
ば.模
型
：の
具
體
化
と
そ
の
檢
證
は
殆
ど
の
場
合
不
可
能
で
あ 

る
と
い
つ
，'て
ー
よ
1>
,
0 

' 

•

こ
の
稿
に
大
梨
を
紹
介
す
る
モ
ル
ゲ
ジ
シ
ユ
テ
ル
シ
办
論
文(

こ
の
論 

文
は
ハ
：I
ヴ
ァ

I
ド
、
ミ

.

V

ガ
.ン
、K.

リ
：ン
ス
ト
ン
等
，の
大
學
，に
籍
を
お 

く
十1

1

人
の
'
.
研
究
者
の
論
‘文
.を
集
成
し
た
表
題
の
：書
の
最
後
の
論
文
で
あ 

る)

も
亦
高
度
に
發
達
し
た
訃
算
機
の
：：利
用
を
説
く
け
れ
ど
も
、
.焦
點
.は 

,
む
し
ろ
許
尊
機
を
.中
心
と
し
て
實
驗
と

©
關
係
を
述
べ
る
點
に
.あ
わ
せ
•ら
' 

れ
て
い
：る
様
に
見
え
る
:0
主
張
の
.妥
當
性
ば
.な
ほ
.吟
味
を
要
す
る
.と
し
て 

.

も
現
象
の
數
量
的
把
握
'に
：於
て
大
風
摸
な
許
算
機
の
存
在
が
不
可
缺
の
も 

の
で
あ
る
.と
い
う
點
は
首
肯
さ
れ
る
.所
.で
.あ
ろ
'う
。(

以
下
は
論
文
の
•大
要 

で
あ
る
。

:

.

:

.
 ̂

A

.

理
論
模
型
に
數
値
_を
.與
ん
て
こ
れ
を
利
.用
.出

來る
と
"い
う
段
階
に
.或
科

.
 

學
が
到
達
す
.る
ま
^
に
.は
往
々
多
く
の
困
難
が
：存
す
る
。；；必
耍
な
資
料
が
.
 

整
は
な
い
.場
合
.と
、
..資
料

は

整

，
つ

て

：
も

：

'ー
定
<7
>;許
算

技

術

を

以

ズ

じ

.て
は

V 
,
不
可
能
な
程
，針
集
が
複
雜
な
場
合
で
あ
，る
。〗

後
者
.は
例
え
ば
；天
候
の
：變
.化
：

:
.:

に
針
算
が
追
い
つ
か
母
い
^:
い
.
う

樣

な

氣

變

學

等

に

於

て

見

ら

れ

る
0-
'
^'

. 

' .
象

學

でft
將

來

の

矢

候

.の

豫

報

に

；
間

；
に

あ

ゎ

；
.

な
べ
.て
^

,

に
よ
る
結
來
を
比
較
し
て
理
論
を
修
JE
-
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
，

.

所
で
經
濟
學
は
理
論
の
偁
成
と
計
算
え
の
針
遒
に
關
し
て
い
く
つ
か
‘の

铧
評
'及
び
紹
介
.

ニ

:

段
階
..
を
通
っ
て
來
た
。

一
.っ
段
階
の
達
成
は
一
八
七
四
年
の
7
ル
ラ
ス
の 

體
系
の
構
成
で
あ
る
。
.け
れ

^
も
こ
の
體
系
に
お
.け
る
解
の
可
'能
性
に
っ 

い

て

-,
未
知
数
と
方
■程
式

.の
一
致」

と
い
.ふ
一
般
に
ほ
必
要
で
も
十
分
で 

.
も
な
い
提
言
■以
外
，に
考
察
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
併
し
、
力
ア
ル
メ
ン
ガ 

ァ
に
'よ
つ
て
鼓
舞
さ
れ
た
<

.ヴ

.ァ
ル
卜
が
一 
'九
一
一

一
三
年
ヮ
ル
ラ
ス
の
そ 

'

れ
の
修
飾
さ
れ
た
體
系
に
っ
い
：て
正
の
：一
義
的
解
の
存
在
を
證
し
て
以
來 

•
事

態

は

一

變

し

た

。
.
一
九
三
七
年
に
は
ノ
ィ
マ

.
V

が
ヴ
ァ
ル
ト
よ
り
も
一 

.

.

.
層
進
ん
だ
技
巧
.を
以
て
、
解
の
存
在
證
明
を
與
ぇ
.た
。

一
九
四
七
.年
に
は 

.

.第
三
.の
段
階
が
印
さ
.
.
れ
た
°:
ニ
人
の
。ハ
.ィ
オ-I

ア
、

レ
オ
ツ
チ
'

H

フ
と
5 

.

.ッ
チ

上

，
ル

は

當

時

'
ハ

ー
ヴ

ァ

I

ド
大
學
忙
あ
っ
，た
許
算
機
|
 ̂

a 

r 

k

l

を
.

用
-
.ひて
こ
の
.體
系(

三

A
•個
の
未
知
數
と
式
よ
り
成
る)

.の
數
値
解
を
與 

,

ぇ
た
の
：で
あ
_づ
.た
.<>
'
.舒
算
に
要

^
た
時
間
は
.(

コ
:
1デ
ィ
ン
.グ
を
別
と
し 

て)

'

四
十
八
.時
間

で

：あ
，
っ
，
•たV

こ
：の
針
算
は
ミ
ッ
チH

ル
に
よ
っ
て
E
n 

.

.

.
l
a 
C 

.を
用
い
四
十
邳
分
の
嵩
速
で
繰
返
さ
れ
た
が
こ
の
最
初
の
達
成

. 

は
注
風
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。:

(

プ
リ
ン
ス
ト
ン
のInstitute' 

for 

A
d
v
a
n
c
e
d

 S
t
u
d
y

に
現
存
冲
.る
機
械
に
か
付
れ
ば
恐
ら
く
五
分
以
下 

.
で
：濟
ま
ぅ
:0

こ
の
時
間
の
短
縮
は

次
. ：

の
も
.の
と
比
較
し
て
見
る
.の
'が
よ 

い
。
卽
ち
汽
軍
で
四
日
.か
か
る
.米
大
陸
橫
斷
は
最
も
速
い
..旅
客
機
で
な
ら 

八
時
間
で.あ
る
。
し
か
し
.こ
れ
は
.約
十
二
分
の
：

一

の
短
縮
に
す
ぎ
な
い
.。

就
算
の
級
縮
五
百
分
-

の
一
と
對
比
し
ぅ
、る
た
め
に
は
犬
.
陸
を
十
一
5

以
下 

.

で
橫
斷
せ
.
ね
ば
^

ら
ぬ
。:

現
在
プ
リ
‘ン
ス
ト
ン
に
計
畫
中
の
計
算
機
は
こ 

0 -
.
種
の
機
'
械
の
.
更
に
十
倍
‘
の
速
さ
を
も
っ
：。

)

':
■

::

以
上

■

ベ
た
訃
算
ぱ
經
肾
理
論
を
基
礎
と
レ
た
も
の
卽
ち
現
存
撖
：論 

:
の
適
荆
.ヤ
‘あ
.っ
.た
0
所
で
.'
計
算
と
い
'ふ
も
の
に
は
少
く
と
も
：1:實
驗
の
代 

替
物
、
(b
)
新
資
料
の
產
出
.と
い
ふ1 、r

っ
の
解
釋
が
可
能
で
あ
る
。
ま
.っ
(a
)

.っ〔

い
'て
。
實
驗
.に
：は
、
H
あ
る
體
系
苒
關
す
る
理
論
的
基
盤
に
立
っ
て 

験
を
繰
作
し
そ
の
體
系
に
っ
い
て
の
就
し
い
一
舷
的
性
質
を
發
見
す
る
' 

か
。
㈡
は
じ
め
か
ら
理
論
に
基
か
ず
、
個
々
の
新
事
實
を
發
見
す
る
も

,

八

七

a

 

r

六

£
 

.


